
三
段
式
神
仙
鏡
と
そ
の
相
関
問
題
に

つ

燐
羅
化 と

苳 そ

逡霜

韆
位 題
置 に

存 つ
を い

考 て

蓉9

i段

て
の
研
究

霍

巍

三段式神仙鏡とその相関問題についての研究

は
じ
め

に

従
来

の
研
究
者
た
ち
は
紀
元
三
世
紀
頃
、
中
国
大
陸
と
日
本
列
島
と
の
文
化

交
流
を
論
じ
る
場
合
、
こ
れ
ま
で
黄
河
流
域
を
中
心
と
す
る
中
国
北
方
に
注
目

し
て
き
た
。
そ
の
原
因
は
、
三
世
紀

の
中

国
歴
史
家
陳
寿
が
撰
書
し
た

『
三
国

志
』

の

『魏
志

・
倭
人
伝
』

に
、
倭

の
使
者

た
ち
が
当
時
魏

の
都
洛
陽
を
訪
れ
、

倭

の
女
王
卑
弥
呼
が
魏
王
朝
か
ら

「銅
鏡

百
枚
」
を
賜
与
さ
れ
た
と
い
う
記
載

が
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
当
時

の
日
本
と
中
国

の
交
流
が
主

に
中
国
北
方
を
中
心

と
し
て
展
開
し
て
き
た
と
認
識
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

だ
が
、
当
時

の
日
本
列
島
は
本
当

に
た
だ

一
つ
の
中
国
中
原
地
域

の
魏

の
文

化
に
の
み
対
応
し
て
い
た
の
か
。
近
年
来
、
こ
の

「通
説
」

に
反
論
す
る
説
も

強
く
な

っ
て
き
て
い
る
。
例
え
ば
、
中
国
考
古
学
者
王
仲
殊
氏

の
三
角
縁
神
獣

鏡

に
対
す
る
衝
撃
的
な
新
説

は
そ
の

一
例

で
あ
る
。
王
氏
は
三
角
縁
神
獣
鏡
と

は
魏
王
朝
か
ら
賜
与
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
て
、
鏡

の
紋
様

・
銘
文
な
ど
を
全

般
的
に
考
察
し
て
、
当
時
日
本

に
渡
来
し
た
呉
の
工
人
に
よ

っ
て
、
日
本
で
制

(
1

)

作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
提
唱
し
て
き
た
。
倭
と
後
漢

・
三
国
時
代

の
関
係
に

お
い
て
、
こ
の
説
は
考
古
学
の
視
野
か
ら
新
た
な
論
説
と
し
て
意
味
深

い
と
思

う
〇三

～
五
世
紀

の
東

ア
ジ
ア
国
際
関
係
を
全
面
的
に
観
察
す
れ
ば
、
む
し
ろ
黄

河
流
域

・
長
江
流
域
と
古
代
日
本
の
相
互
関
係
を

「大
三
角
関
係
」
と
認
識
す

る
方
が
適
当
と
考
え
ら
れ
る
。
特

に
長
江
流
域
は
近
年
来

の
考
古
新
発
見
と
研

究
に
よ

っ
て
、
下
流
域

・
中
流
域

・
上
流
域

の
各
地
域
で
独
自
の
特
徴
あ
る
文

明
を
持

っ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

に
文
明
の
道
を
歩
み
出
し
た
複
数

の
考
古
文
化

圏
が
存
在
し
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
紀
元
三
世
紀
以
来

の
古
代

日
本
と
中
国
の
文
化
交
流
も
、
北
方
地
域
に
か
た
よ

っ
て
い
た
見
方
を
根
本
的

に
見
直
し
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
時
代

に
さ
し
か
か

っ
た
。
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本
稿

で
は
日
中
両
国

の
考
古
出
土
品
と
伝
世
品
の
三
段
式
神
仙
鏡
を
中
心
に
、

当
時

の
文
化
交
流
の
幾

つ
か
の
側
面
を
検

討
し
て
み
る
。

一

伝
世
の
三
段
式
神
仙
鏡

図1三 段式神 仙鏡1.シ ア トル美術館蔵 鏡2.ボ ス トン美術館蔵 鏡3.上 海 博物 館

蔵鏡4.『 小校経閣金文』収録5.五 島美術館蔵鏡(1、2、5:林 巳奈夫 『漢鏡 の図柄二、

三 について』25頁 よ り、3:孔 祥 星 『中国古代銅 鏡図録』 よ り、4:樋 口隆康 『古鏡』226

頁 より)

三
段
式
神
仙
鏡
と
い
う

の
は
、
鏡

の
中
央

の
紐
を
挟
む
平
行
な
二
本

の
線
に
よ

っ
て
、

鏡
の
内
区
を
三
段
に
分
け
、
上

・
中

・
下
各

段
に
神
仙
像
を
配
す
る
も
の
で
あ
る
。
学
界

に
も
神
獣
鏡

の

一
種
類

に
分
類
す
る
見
解
が

(
2

)

あ
る
。
こ
の
種
類

の
鏡
は
伝
世
鏡

の
も
の
が

多

い
。
そ
の

一
例
と
し
て
以
下

の
数
例
が
挙

げ
ら
れ
る
。

1
.

シ
ア
ト
ル
美
術
館
蔵
鏡

一
枚
、
直

径

一
八

・
八

㎝
、
内
区

の
図
像
を
三
段
に
分

け
、
上
段

に
は
玄
武

(或
い
は
亀
だ
け
)
の

上

に
華
蓋
を
立

て
た
像
を
中
心
に
し
て
、
そ

の
両
側
に
数
体

の
神
像
と
侍
神
が
な
ら
ん
で

お
り
、
中
段

に
は
西
王
母
と
東
王
父
を
紐
の

両
側
に
お
き
、
下
段

に
は
幹
が
寄
り
合
わ
せ

た
縄

の
よ
う
に
か
ら
み
、
上
枝
が
左
右
に
わ

か
れ
た
樹
木
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
両
側

に
二
体
ず

つ
の
神
仙
が

い
る
。
内
区

の
外
側
に
銘
文
が
あ

っ
て
、
内
容
は

「新
作
明
鏡
大
無
傷
、
巧
工
刻
之
成
文
章
、

左
竜
右
虎
避
不
羊
、
朱
鳥
玄
武
順
陰
陽
、
子
孫
備
具
居
中
央
、
長
保
二
親
宜
侯

　
ヨ

　

王

、

楽

□

」

と

あ

る

(写
真

1
、

図

1

日
1
)
。

2
.

ボ

ス

ト

ソ
美

術

館

蔵

鏡

一
枚

、

図

像

の
内

容

は
前

例

と

似

て

い

る

け
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写真4西 安市東郊霸橋 第457号 漢墓出二1:鏡

(『陝 西省出土銅鏡』図76よ り)
写 真1シ ア トル美 術 館 蔵 鏡(樋 口 隆 康 『古 鏡 』 図 録 、

ir(i片反ノL一一、183【 叉亅よ り)

写真5西 安韓森砦 四号房1号 漢墓出土鏡

(『陝西省出土銅鏡 叮図75よ り)

写真2奈 良寧楽美術館蔵 鏡(『 古鏡』 図録 、図版 九〇、

182匡～iより)

写 真3前 橋 市後閑町坊山天神 山古墳 出土 鏡

(『"ゴ金竟』iy(1録、i>(1片反丿し一、1841剥 よ り)

写真6陝 西 省朝県六区漢墓出土鏡

(『陝西省出土銅鏡』 図77よ り)
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れ
ど
も
、
た
だ
中
段
の
二
像
は
紐
の
方
を
向

い
て
お
り
、
下
段

の
像

は
ひ

っ
く

り
か
え

っ
て
い
る
。
銘
文
帯

は
半
円
方
格

帯
で
あ
り
、
方
格
内

に
は

一
字
ず

つ

(
4
)

の
銘
文
が
あ

る

(図
1

"
2
)。

3
.
上
海
博
物
館
蔵
鏡

一
枚
、
直
径

一
六

・
七

㎝
、
内
区
を
三
段
に
分
け
、

上
段
中
部

に
は
亀
座
華
蓋
が
あ
り
、
そ
の
左
側
は

一
神
四
侍
者

で
あ
り
、
右
側

は
五
侍
者

で
あ
る
。
中
段
に
は
二
獣
が
あ

り
、
下
段
に
は
二
神

二
獣
で
あ
り
、

東
王
父
と
西
王
母
が
な
い
。
但
し
上
段
と
反
方
向
の
も

の
で
あ
る
。
内
区
の
外

側

に

一
〇
個
の
方
枚
が
あ
り
、
方
枚
の
間

に
は
動
物
紋
様
を
挟
む
。
方
枚

一
個

ず

つ
に
銘
文
二
字
が
あ
り
、
内
容
は

「
八
子
明
鏡
、
幽
煉
三
岡
、
巧
工
刻
之
□

(
5
)

文
、
上
有
□
□
吉
昌
」
と
あ
る

(図
1

"
3
)。

4
.
伝
寿
県
出
土
鏡

一
枚
、
『中
段

に
は
西
王
母

.
東
王
父

の
二
像
が
あ

る
の
は
前
例
と
同
じ
だ
が
、
上

・
下
段

に
は
正
面
座

の
神
像

一
体
ず

つ
お
き
、

そ
の
両
側

に
竜

・
虎
を
添
え
た
も

の
で
あ

る
。
半
円
方
格
帯

に
は
、
方
格
内

に

一
字

の
銘
文
が
あ
り
、
外
区

に
も
銘
帯
が

あ

っ
て
、
「吾
作
明
鏡
、
幽
煉
三
商

(
6

)

…
…
」
式

の
銘
を

い
れ
て
い
る
』
。

5
.
劉
体
智

『小
校
経
閣
金
文
』
所
蔵
鏡

一
六
の
四
八
鏡

一
枚
、
上
段
に

は
三
像
、
中
段

に
は
二
像
、
下
段
に
は
三
像
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

に

「
先
人
」
、

「太
君
」、
「胡
考
」、
「大
王
」、
「神
女
」
、
「
王
吏
」

の
銘
文
が
あ
り
、
特

に
中

(
7
)

段
左
側
の

「大
王
」
像
は
、
三
叉
矛
を
肩

に
か
つ
い
で
い
る

(図
1

"
4
)。

6
.
日
本
奈
良
寧
楽
美
術
館
蔵
鏡

一
枚
、
直
径

一
四

・
八

㎝
、
内
区
を
三

段
に
分
け
、
上
段
に
は
亀
と
華
蓋
が
あ
り
、
華
蓋

の
右
側
に

一
体

の
神
が
座

っ

て
い
て
、
そ
の
側
に
二
侍
者
が
あ
り
、
華
蓋
の
左
側

に

一
体

の
神
仙
が
側
座
し

て
い
て
、
右
側
の
主
神

に
向

か
っ
て
い
る
。
中
段
紐

の
両
側

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

に
西
王
母
と
東
王
父
を
配
し
て
い
る
。
下
段
に
は
樹
木
を
中
央

に
た
て
て
、
両

(8

)

側
に
は

一
体
ず

つ
の
神
仙
が

い
る

(写
真
2
)。

7
.
日
本
五
島
美
術
館
蔵
鏡

一
枚
、
直
径

一
六

・
二
㎝
、
内
区
直
径

は
九

㎝
、

三
段

に
分
け
、
上
段

に
は
亀
と
華
蓋
が
あ
り
、
華
蓋

の
左
側

に
は
主
神
が
座

っ

て
い
て
、
主
神

の
両
側
に
は
七
体

の
侍
神
が
あ
り
、
中
段

に
は
西
王
母
と
東
王

(
9
)

父
が
あ
り
、
下
段

に
は
中
央
樹
木
の
両
側

に

一
体
ず

つ
の
神
仙
が

い
る

(図
1

"
5
)。

考
古
出
土
の
三
段
式
神
仙
鏡

以
上
伝
世
鏡
の
ほ
か
に
、
科
学
的
な
考
古
発
掘

に
よ

っ
て
出

て
き
た
三
段
式

神
仙
鏡
も
あ
る
が
、
数
量
は
極
め
て
少
な
い
。

日
本
群
馬
県
前
橋
市
後
閑
町
坊
山
天
神
山
古
墳

か
ら
、

い
ま
ま
で
に
日
本

で

唯

一
の
出
土
例

の
三
段
式
神
仙
鏡
が
出
土
し
て
い
た
。
こ
の
鏡
は
直
径

一
六

.

三

㎝
、
外
区
と
銘
文
帯

は
前
例

の
奈
良
寧
楽
美
術
館
蔵
鏡

に
似
て
い
る
。
内
区

も
三
段

に
分
け
、
上
段
の
正
中
部
に
は
亀

の
背
中
に
華
蓋
を
背
負

っ
て
、
華
蓋

の
右
側
に

一
体

の
主
神
が
正
座
し
て
い
て
、
主
神

の
両
側
に
は

一
体
ず

つ
の
侍

者
が

い
る
。
華
蓋

の
左
側

に
五
体

の
侍
神
が
次
第
に
立

て
て
、
主
神

に
向
か

っ

て
い
る
。
中
段

に
は
鏡
紐

の
両
側
に
西
王
母
と
東
王
父
が
あ
り
、
特

に
西
王
母

と
東
王
父

の
側
に

一
体
ず

つ
の
侍
者
が
あ
り
、
こ
れ
は
前
例

の
各
鏡
と
す
こ
し
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違

っ
て
い
る
。
下
段

に
は
正
中
部

に
樹
木
が
あ
り
、
両
側
に

一
体
ず

つ
神
仙
を

(
10
)

配
し
て
い
る

(写
真
3
)。

中
国
で
は
こ
う

い
う
様
式

の
出
土
鏡
も
僅
か
数
例
存
在
す
る
。
例
え
ば
今
世

紀
五
〇
年
代
西
安
市
東
郊
霸
橋
第
四
五
七
号
漢
墓
、
西
安
市
韓
森
寨
四
号
房

一

号
漢
墓
、
陝
西
省
朝
県
六
区
漢
墓
な
ど
か
ら
、
こ
の
種
の
銅
鏡
が
出
土
し
た
。

そ
の
中
に
、
西
安
市
東
郊
霸
橋
第
四
五
七
号
漢
墓
出
土
鏡
は
、
銘
帯
の
代
わ
り

に
半
円
方
格
帯
を
持
ち
、
方
格
帯
に
は
、

二
字
銘
を
い
れ
て
お
り
、

一
つ
お
き

の
方
格
は
禽
獣
紋
と
替
え
て
い
る
。
外
区

に
は
草
葉
紋
帯
が
あ
る
。
三
段

の
神

仙
像
は
前
例

の
各
鏡
と
基
本

は

一
致
し
て
い
る
が
、
西
王
母
と
東
王
父
の
両
側

(
11

)

に
日
神

・
月
神
が
配
さ
れ

て
い
る

(写
真

4
)
。
西
安
市
韓
森
寨
四
号
房

一
号

漢
墓
出
土
鏡
は
、
中
段

の
東
王
父

・
西
王
母
の
二
像
が

ひ
っ
く
り
か
え
り
、
内

区
外
方
に
は
方
格
を
混
え
た
獣
帯
が
あ
り
、
双
魚
紋
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
方
格

(
12

)

内

に
は
四
字
銘
が
あ
る

(写
真
5
)。
陝

西
省
朝
県
六
区
漢
墓
出
土
鏡
は
上
段

と
中
段
の
図
像
が
前
例
と
ほ
ぼ

一
致
し
て
い
る
が
、
下
段
が
ひ

っ
く
り
返

っ
て

(
13

)

お

り

、

獣

帯

に
は

方

格

が

な

い

(写

真

6
)
。

三
段
式
神
仙
鏡

の
譜
系

中
国
後
漢

・
魏
晋
時
代

の
神
獣
鏡
、
画

像
鏡
系
統

の
中

に
、
以
上
挙
げ
て
い

た
三
段
式
神
仙
鏡
は
、
長
江

の
中
流
域
と
下
流
域
に
は
殆
ど
出
土
例
が
見
ら
れ

な
か

っ
た
。
王
仲
殊
氏
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
魏
晋
時
代

の
神
獣
鏡
の
中

に
、
「
た
だ

一
種

い
わ
ゆ
る
三
段
式
神
仙
鏡
が
、
西
安
地
区

で
ま
ま
発
見
さ
れ

る
が
、
こ
の
種
類

の
鏡
は
各
地

の
発
掘
調
査
で
は
極
め
て
僅
か
し
か
見
ら
れ
ず
、

(
14

)

日
本
で
は
出
土
例
は
殆
ど
な
い
と
い
え
る
」

の
で
あ
る
。

前

に
述
べ
た
よ
う
に
、
三
角
縁
神
獣
鏡
の
源
流

に
つ
い
て
、
今

の
段
階
で
は

北
方
の
魏
鏡
と
南
方

の
呉
鏡
と
主
張
さ
れ
る
二
つ
の
見
方
が
主
流
を
占
め
て
い

る
。
だ
が
、
も
し
三
段
式
神
仙
鏡
が
三
角
縁
神
獣
鏡

の

一
種
類
と
す
れ
ば
、
そ

れ
は
疑
い
も
な
く
魏
鏡
と
も
呉
鏡
と
も
ど
ち
ら

に
も
帰
属
し
に
く
い
の
で
あ
る
。

こ
の
問
題
を
更
に
説
明
し
易
く
す
る
た
め
に
、
当
時

の
中
国
魏
晋
時
代
の
銅
鏡

鋳
造
の
基
本
状
況
を
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
ま
で
に
中
国
考
古
学

の
発
掘
出
土

の
資
料

に
よ

っ
て
、
後
漢
中
期
に
あ
ら

わ
れ
た
南
方
と
北
方

の
銅
鏡
製
作
面

の
差
は
、
実
は
後
漢
の
献
帝

の
建
安
年
間

二

九
六
⊥

一二
〇
年
)
に
ま
で
遡
る
。
当
時
重
要
な
鋳
鏡

の
中
心
と
し
て
、
基

本
的

に
四
つ
の
地
域
が
分
布
し
て
い
た
。
即
ち
、
長
江
下
流
域
江
南
地
域
の
会

稽
郡
と
呉
郡
、
長
江
中
流
域

の
江
夏
郡
、
長
江
上
流
域

の
西
蜀
広
漢
郡
、
黄
河

流
域

の
後
漢
時
代
当
時

の
首
都
洛
陽
で
あ
る
。

北
方
黄
河
流
域

に
位
置
し
て
い
た
首
都
洛
陽
か
ら
出
土
し
た
銅
鏡
の
種
類
は
、

一
九
五
二
年
か
ら

一
九
五
三
年

に
か
け
て
洛
陽
付
近

で
発
掘
調
査
し
た
焼
溝
漢

墓

の
出
土
品
に
大
半
が
含
ま
れ
て
い
る
。
洛
陽
焼
溝
漢
墓

か
ら
出
土
し
た
前
漢

中
期
よ
り
後
漢
後
期
に
か
け
て
の
銅
鏡

=

八
枚
、
鉄
鏡
七
枚
で
あ
る
。
そ

の

中

で
後
漢
中

・
後
期
に
属
す
る
の
は
二
〇
余
枚
で
、
す

べ
て

「内
行
花
紋
鏡
」
、

「方
格
規
矩
鏡
」
、
「獣
帯
鏡
」、
「変
形
獣
首
鏡
」、
「菱
鳳
鏡
」
な
ど

で
あ
り
、

(
15

)

神
獣
鏡
と
画
像
鏡
は
見
ら
れ
な
い
。
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長
江
下
流
域
の
会
稽
郡

・
呉
郡
は
洛
陽

と
相
反
し
て
、
後
漢
中
期
以
後
、
新

し

い
神
獣
鏡
と
画
像
鏡
が
流
行
し
始
め
、

「重
列
式
神
獣
鏡
」
、
「環
状
乳
神
獣

鏡
」
、
「対
置
式
神
獣
鏡
」、
「同
向
式
神
獣
鏡
」
、
「求
心
式
神
獣
鏡
」
ま
た

「画

(
16

)

紋
帯
神
獣
鏡
」
な
ど
が
大
量
に
発
見
さ
れ

た
。

長
江
中
流
域
の
鄂
城
、
武
昌
で
発
見
さ

れ
た
銅
鏡
も
ま
た
神
獣
鏡
が
多
く
、

同
時

に
ま
た
僅
か
の
画
像
鏡
も
あ

る
。
『
鄂
城
漢
三
国
六
朝
銅
鏡
』

の
分
類

に

よ
る
と
、
そ
の
中
で

一
番
多

い
の
が

「竜
虎
鏡
」、
「重
列
神
獣
鏡
」、
「半
円
方

(
17

)

枚
乳
神
獣
鏡
」
な
ど
で
あ
る
。

以
上

の
こ
と
か
ら
、
長
江
下
流
域

の
会
稽
鏡
と
中
流
域

の
武
昌
鏡
は
自
身
の

蒋
徴
を
持

っ
て
、
基
本
的
に
同
じ
系
統
に
属
し
て
い
る
と
い
え
る
。

い
わ
ゆ
る

「
呉
鏡
」
は
、
こ
の
二

つ
の
地
域
で
発
見

さ
れ
た
後
漢

・
三
国
六
朝

の
神
獣
鏡

と
画
像
鏡
を
指
す
も
の
が
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
以
上
述

べ
た
よ
う
に
、
「魏
鏡
」
と

「
呉
鏡
」
と
の
そ
れ

ぞ
れ
の
譜
系
に
は
、
三
段
式
神
仙
鏡
の
姿

は
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
言
葉
を

換
え
て
言
え
ぽ
、
三
段
式
神
仙
鏡
は
、
「
魏
鏡
」
で
は
な
く
、
ま
た

「呉
鏡
」

で
も
な
い
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
の
で
あ

る
。

従
来

の

「通
説
」
と
は
異
な
り
、
こ
こ

に

一
つ
の
新
し
い
仮
説
を
提
出
す
る

こ
と
が

で
き
る
。
即
ち
、
三
段
式
神
仙
鏡

の
属
性
、
或

い
は
そ
の

「
原
型
」
は
、

恐
ら
く

「魏
鏡
」
と

「呉
鏡
」
と
は
全
く
関
係
な
く

て
、
実
に
長
江
上
流
域

の

「蜀
鏡
」

に
関
連
し
て
い
る
と

い
う
こ
と

で
あ
る
。

二

蜀
鏡
の
特
徴

の
提
出

残
念
な
が
ら
、

い
ま
ま
で
に
、
多
く
の
研
究
者
た
ち

の
着
眼
点

は

「呉
鏡
」

或

い
は

「魏
鏡
」
だ
け

で
あ
り
、
「蜀
鏡
」

の
存
在
は
ほ
と
ん
ど
無
視
さ
れ
て

き
た
。
だ
が
、
十
余
年
前

に
、
中
国
考
古
学
家
兪
偉
超
先
生
は
独
自

の
鋭

い
慧

眼
で
、
四
川
省
、
陝
西
省
出
土
鏡
と
会
稽
、
武
昌
鏡
、
ま
た
は

「魏
鏡
」
と
を

相
互
比
較
し
、
「蜀
鏡
」

の
特
徴
を
提
示
し
た
。
そ
れ
を
要
約
す
る
と
、

第

一
、
四
川
省

の
昭
化

・
広
元
出
土
の
蜀
鏡
は
、
方
枚
乳
と
動
物
図
像

の
混

じ
る
画
紋
帯
が
流
行
し
て
い
る
。

こ
れ
は
会
稽
鏡
、
武
昌
鏡
と
最
大

の
差
異
点

で
あ
り
、
と
も
に
蜀
鏡
と
し
て
の
特
徴
の

一
つ
で
あ
る
。

第
二
、
蜀
鏡

の
中

に
、
会
稽
鏡
と
武
昌
鏡

の
主
要
な
鏡
類

「重
列
神
獣
鏡
」

が
ま
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

第
三
、
陝
西
省
西
安
市
、
朝
県
な
ど
出
土

の

「半
円
方
枚
神
獣
鏡
」
と

「重

列
神
獣
鏡
」

(筆
者
注

"
即
ち
前
文
の
三
段
式
神
仙
鏡
)
外
縁
上
に
流
行

し
て
い

た
流
雲
植
物
紋
帯
は
、
会
稽
鏡
、
武
昌
鏡

の
雲
紋
帯
と
違

っ
て
い
る
。
そ
の
他

に
、
陝
西
省
出
土
鏡

の
外
縁
内

に
常
に
飾
ら
れ
て
い
る
動
物
画
紋
帯
も
呉
鏡

の

生
動
流
暢
の
画
紋
帯
と
異
な

っ
て
、
明
ら
か
に
四
川
省
出
土
の
蜀
鏡
と
近
い
。

氏

は
以
上

の
数
点
か
ら
、
実

に
蜀
鏡

の
特
徴
が
暗
示
さ
れ
て
い
た
と
指
摘

 (18
)

し

た

。
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三
段
式
神
仙
鏡
の
新
発
見

近
年
来
、
四
川
省

の
考
古
調
査
、
発
掘

事
業

の
発
展
に
伴

っ
て
、
新
し
い
資

料
が

つ
ぎ

つ
ぎ
と
出
土
し
て
き
た
。
三
段
式
神
仙
鏡

の
研
究
に
お
い
て
も
新
た

な
情
報
が
得
ら
れ
た
。
例
え
ぽ
、
四
川
省
綿
陽
市
何
家
山
第

一
号
崖
墓

(崖
に

横
穴
を
掘
り
込
ん
で
つ
く

っ
た
墓
)
か
ら
、
前
述

の
漢
魏
時
代
と
日
本
古
墳
時
代

図2四 川 省綿 陽何家山崖墓平面図(『 文物 』1991年 第3号 よ り)

出
土
の
三
段
式
神
仙
鏡

に
酷
似
し
た
銅
鏡
が
発

見
さ
れ
た
。
三
段
式
神

仙
鏡

の
源
流
、
更

に
中

国
と
日
本
に
お
け
る
神

獣
鏡
と
の
相
互
関
係
な
ど

の
研
究
を
す
る
上
で
も
、
重
要
な
資
料
を
提
出
し
つ

つ
あ
る
。
以
下
、
こ
の
綿
陽
何
家
山
新
出
土

の
鏡
を
中
心
に
し
て
、
詳
し
く
検

討
し
よ
う
。

何
家
山
は
綿
陽
市
市
中
区
の
西
郊
約

一
㎞

の
所

に
位
置
し
て
、
山
の
高
さ
は

五
〇

m
で
あ
る
。
発
掘
し
た
第

一
号
崖
墓
は
山

の
斜
面
に
造
築
さ
れ
、
地
面
か

ら
の
高
さ
は
約
三
〇

m
で
あ
る
。
墓
室

は
前
、
後

の
二
室
に
分
け
、
各
室

に
は

(
19

)

二
旦
ハ
の
棺
が
埋
納
さ
れ
て
い
た

(図
2
)。
問
題

の
三
段
式
神
仙
鏡

は
墓
室
内

の
具
体
的
な
位
置
に
つ
い
て
の
詳
細
は
不
明

で
あ
る
。
考
古
発
掘
の
概
報

に
よ

っ
て
、
こ
の
鏡

の
直
径

は

一
八

・
四

㎝
で
あ
り
、
鏡
背

の
中
央
部
に
半
球
形
の

鏡
紐
と
円
形
の
紐
座
を
持
ち
、
鏡
背
の
図
像
は
内
区
と
外
区
に
よ
っ
て
構
成
さ

図3綿 陽何 家 山 出 土 三段 式神 仙 鏡 拓 本(『 文 物』

1991年 第3号 より)

写 真7四 川 省綿 陽何 家 山崖墓 出土鏡(『 文 物』1991

年第3号 より)
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れ
、
内
区
の
紋
様
が
三
段
に
な

っ
て
い
る
。
上
段
に
は
亀

の
上
に
華
蓋
が
立
ち
、

そ
の
下
に
数
体

の
神
仙
と
侍
者
が
並
ん
で

い
る
。
中
段
に
は
中
央

の
紐
を
挟
み

西
王
母
と
東
王
父
が
紐
の
左
右
両
側
に
座

っ
て
い
る
。
下
段
に
は
上
枝
が
左
右

に
分
か
れ
た
神
樹
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
両
側

に
二
体

の
神
仙
が
配
さ
れ
て
い

る
。
鏡

の
内
区
に
あ
る
銘
文
帯

に
、
四
四
字

の
銘
文
が
残

っ
て
い
た
。
銘
文
の

内
容
は
僅

か

一
部
だ
け
読
め
る
。
発
掘
者

の
隷
定

に
よ

っ
て
、
「余
造
明

(鏡
)、

□
□
能

(り
・)
容
、
翠
羽
秘
蓋
、
霊
鵝
台

杞

(?
)、
調

(彫
)
刻
神
聖
、
西
母

東
王
、
尭
帝
賜
舜
二
女
、
天
下
泰
平
、
風
雨
時
節
、
五
穀
熟
成
、
其
師
命
長
」

と
読
め
る
と
い
う

(図
3
、
写
真
7
)。

綿
陽
何
家
山
銅
鏡

の
出
土
は
、
初

め
て
長
江
上
流
域
の
四
川
省
内
で
、
三
段

式
神
仙
鏡

の
科
学
的
な
考
古
発
掘

に
よ
る
埋
蔵
地
が
確
認
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、

鏡
の
形
、
紋
様
、
銘
文
な
ど
か
ら
、
そ
れ
が
蜀
鏡

で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
。
以
下
、
幾

つ
か
の
側
面

か
ら
、
更

に
旦
ハ体
的

に
検
討
作
業
を

し
て
み
る
。

ω

特
徴
が
あ
る
外
区
画
紋
帯

何
家
山
銅
鏡
外
区
に

一
周
の
画
紋
帯
が

あ
る
。
そ
の
特
徴
は
雲
紋
帯
に
忍
冬

紋
類
の
植
物
紋
を
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
デ
ザ
イ
ン
は
会
稽
鏡
、
武
昌
鏡

の
雲
紋
帯
と
違

っ
て
い
る
が
、
五
〇
年
代

陝
西
省

の
西
安
市
東
郊
韓
森
砦
四
号

房
第

一
号
漢
墓
、
東
郊
霸
橋
第
四
五
七
号

漢
墓
、
朝
県
六
区
漢
墓
か
ら
出
土
し

た
三
段
式
神
仙
鏡
外
区

の
画
紋
帯
に
近

い
と
考
え
ら
れ
る
。
前
述

の
兪
偉
超
氏

が
既

に
指
摘
し
て
い
る
よ
う

に
、

こ
れ
は

「
蜀
鏡
」

の
特
徴
と
し
て
認
識
さ
れ

る
。②

銘
文
に
よ
る
神
仙
図
像
と
そ
の
系
統

の
比
定

以
前
、
三
段
式
神
仙
鏡
の
図
像

の
組
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
、
樋
口
隆
康
氏
は

(
20

)

そ
れ
を
二
種
に
分
け
て
い
る
。

第

一
種

は
、

シ
ア
ト
ル
美
術
館
蔵
鏡
を
代
表
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
上
段
に

は
玄
武
或

い
は
亀
だ
け
の
上
に
、
華
蓋
を
立
て
た
像
を
中
心

に
し
て
、
そ
の
両

側
に
数
体

の
神
像
と
侍
神
が
な
ら
ん
で
お
り
、
中
段
に
は
西
王
母
と
東
王
父
を

紐

の
両
側

に
置
き
、
下
段
に
は
幹
が
寄
り
合
わ
せ
た
縄

の
よ
う
に
か
ら
み
、
上

枝
が
左
右

に
分
か
れ
た
樹
木
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
両
側
に
二
体
ず

つ
の
神
仙

が

い
る
。

第
二
種
は
、
三
段
に
お
か
れ
た
神
仙
像

の
内
容
が

一
部
異
な
る
。
例
え
ぽ
、

前
述
の
伝
寿
県
出
土
鏡
、
劉
体
智

『小
校
経
閣
金
文
』
蔵
鏡
な
ど
で
あ
る
。

(
21

)

そ
の
ほ
か
に
、
林
巳
奈
夫
氏

の
考
証
も
あ
る
。
林
氏
の

『漢
鏡

の
図
柄
二
、

三
に
つ
い
て
』
と
い
う
論
文
に
は
、
三
段
式
神
仙
鏡

の
諸
神
に
つ
い
て
、
文
献

史
料
と
比
較
さ
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
分
析
意
見
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、

上
段
は
玄
武

に
よ

っ
て
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
北

の
星
座
を
旦
ハ現
し
た
も
の
で
、

右
側
の

一
番
大
き
な
正
座

の
神
像
が
北
極
星
を
意
味
す
る
天
皇
大
帝
、
玄
武

の

上
に
立

つ
傘
状

の
も
の
は
、
大
帝
に
さ
し
か
け
ら
れ
た
華
蓋
星
、
他

の
群
像
は

大
帝

の
妃
妾
や
、
諸
臣
を
表
す
諸
星

の
表
現
で
あ
る
と
い
う
。
中
段

は
明
確

に
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西
王
母
と
東
王
父
で
、
西
王
母

の
髪

に
玉
勝
を

つ
け
て
お
り
、
竜
虎
座
に
座

っ

て
い
て
、
そ
の
対
応
に
東
王
父
を
配
し

て
い
る
。
そ
し

て
、
下
段

の
樹
木
は

「建
木
」
で
、
そ
の
両
側

に
座

っ
て
い
る

の
が

「蒼
頡
」
と

「神
農
」

の
像

で

あ
る
と
い
う
。
建
木
は
大
地
の
中
心
に
あ
り
、
天

へ
上
る
通
路

で
あ
る
。
蒼
頡

は
文
字

の
発
明
者
、
神
農

は
薬
と
農
業
の
神
、
即
ち
人
類
文
化
を
代
表
し
て
い

る
神
と
認
め
る
。
林
氏

は
基
本
的

に
上
段

は
天

の
世
界
、
中
段

は
天
と
地

の
間

に
あ
る
不
死
の
世
界
、
下
段
は
地
の
世
界
を
示
し
、
こ
れ
を
上

・
中

・
下
と
垂

直
的
に
配
置
し
て
、
宇
宙
全
体
を
表
現
し
た
と
見
て
い
る
。

樋
口
隆
康
氏
は
林
巳
奈
夫
氏

の
解
説
に

つ
い
て
、
こ
う

い
う
評
価
を
す
る
。

「実

に
美
事
な
解
釈
で
あ
る
が
、
多
少

の
疑
点
も
な
い
で
は
な
い
。
天
の
中
心

で
あ
る
べ
き
天
皇
大
帝
が
、
右
隅
に
お
か
れ
て
い
る
の
は
納
得
で
き
な
い
し
、

蒼
頡
、
神
農

の
具
体
的
な
証
拠
も
不
十
分

で
あ
る
が
、

い
ま
の
と
こ
ろ
、
林
説

(
22

)

以
上

の
解
釈
は
で
に
く
い
で
あ
ろ
う
」
と

い
う
の
で
あ
る
。

だ
が
、
綿
陽
何
家
山
の
新
出
土
三
段
式
神
仙
鏡

の
銘
文

に
は
、
今
ま
で
に
出

て
こ
な
か
っ
た
多
く
の
神
仙
、
帝
王
の
名
前
が
銘
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
す
る

と
、

こ
の
新
出
鏡

の
神
仙
像

に
つ
い
て
、
新
し
い
解
釈
が
必
要
と
な
る
。

中
段
が
西
王
母
、
東
王
父
で
あ
る
こ
と
は
疑
問
な
く
納
得
で
き
る
と
思
う
。

従

っ
て
、
上
段
は
そ
れ
ら
よ
り
更
に
上
位

に
立

つ
人
物

で
あ
ろ
う
と
推
測
が
で

き
る
。
鏡
銘

に
は

「尭
帝
」
と

「舜
」

の
名
前
を
記
し
て
い
た
た
め
に
、
上
段

に
表
し
て
い
る
神
仙
人
物
は
、
尭
或

い
は
舜
と
考
え
ら
れ
る
。
も
し
こ
の
推
測

が
間
違
い
な
け
れ
ば
、
下
段
の
樹
木

の
両
側
に
出
て
く
る
神
仙
図
像
の
中
に
は
、

舜
帝
の
妻
や
、
妃

の
よ
う
な
人
物
、
即
ち
鏡
銘
所
記
の

「
二
女
」
11

「蛾
皇
」

と

「女
英
」
が
登
場
し
て
い
る
可
能
性
が
高
く
な
る
。

こ
こ
で
、
中
国
古
代
南
方
と
北
方
中
原
地
域

の
神
仙
体
系

の
差
異
性
は
前
記

の
問
題
を
考
え
る
上
で
、
意
味
深

い
こ
と
が
あ
る
。

北
方
黄
河
流
域
中
原
文
化
伝
統
を
代
表
し
て
い
た
古
典
文
献
、
例
え
ぽ

『世

本
』

の
よ
う
な
古
籍
は
、
常
に
黄
帝
を
中
心
と
す
る
。
黄
帝

の
下
に
は
、
蒼
頡
、

神
農
な
ど
中
原
文
化

の
創
立
者
も
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
入
る
。
し
か
し
、
『山
海

経
』
、
『淮
南
子
』
な
ど
南
方
系

の
古
籍

は
、
常

に

「帝
舜
」
、
即
ち
舜
と
彼

の

妻

「蛾
皇
」
を
中
心

に
し
て
、
南
方
系

の

「創
世
神
話
」
を
創
り
だ
し
て
い
る
。

『山
海
経
』
の
世
界

に
、
数
多
く

の
古
国

の
創
造
者
と
歴
史
人
物

は
皆
帝
舜
或

い
は
帝
顳
項
、
及
び
蛾
皇
、
女
英
の
子
孫
と
認
め
ら
れ
る
。

以
上
に
述
べ
た
こ
と
を
ま
と
め
れ
ぽ
、
綿
陽
何
家
山
銅
鏡
の
図
像
と
銘
文
か

ら
反
映
し
て
い
た
神
仙
体
系
は
、
中
国
南
方

の
歴
史

・
神
話
の
中
心
人
物
尭
帝
、

舜
帝
及
び
彼
ら
の
妻
妃
蛾
皇
、
女
英
な
ど
を
表
し
た
も
の
で
あ
り
、
明
ら
か
に

中
国
南
方
系

の
性
格
が
著
し
く
強

い
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
『山

海
経
』
の
中
に
、
完
成
時
代
比
較
的
古
く
か
つ
核
心
的
な
部
分
は
中
国
南
方

の

文
化
体
系
に
属
し
、
特
に
巴
蜀
地
方

の
文
化
そ
の
も

の
を
表
す
も

の
が
多
い
と

(
23

)

い
う
見
解
が
、
故
歴
史
家
蒙
文
通
氏
に
よ

っ
て
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
綿
陽

何
家
山
銅
鏡

の
例

に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、

こ
の
見
解

の
正
し
さ
は
考
古
資
料
か

ら
で
も
証
明

で
き
る
。
同
時

に
、
こ
の
銅
鏡
が
蜀
鏡

で
あ
る
可
能
性
も

一
気

に

高

め
た
の
で
あ

る
。
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図4四 川省成都近郊新都県出土の方形画像磚(『中国美術全集・画像石と画
像磚』より)

 

㈹

巴
蜀
の
特
徴
が
あ
る
西
王
母
と
竜
虎
座

以
前

の
数
多
く

の
三
段
式
神
仙
鏡
と
同
じ
よ
う
に
、
綿
陽
何
家
山
銅
鏡

に
も
、

西
王
母

の
図
像
が
竜
虎
座

に
座

っ
て
描
か
れ
て
い
る
。
後
漢
時
代
巴
蜀
地
域

の

西
王
母

の
図
像
は
、
そ
の
時
代

の
画
像
石
、
画
像
磚

に
は
、
揺
銭
樹
及
び
揺
銭

樹
座
の
上

に
描

か
れ
た
西
王
母

の
図
像
が
大
量

に
出
土
し
て
い
る
。
中
国

の
他

図5四 川 省 新 繁 、彭 山 県 出 土 の画 像 磚(上:新 繁 出土 、下:彭 山 出 土)

(上:『 中国美術 全集 ・画像石 と画像磚』 よ り、下:聞 宥 『四川漢代 画像選 集』
よ り)

 

の
地
域

の
西
王
母
図
像
と
比
べ
る
と
、
四
川
省
地
域
の
西
王
母
図
像

の
特
徴

は
、

い
わ
ゆ
る
竜
虎
座
に
座

っ
て
い
る
こ
と
が
特
徴

で
あ
る
。

例
え
ぽ
、
成
都
市
近
郊
の
後
漢
墓

の
壁
面
を
飾

っ
て
い
た
特
徴
が
あ
る
方
形

画
像
磚

の
中

に
西
王
母
図
像
を
表
し
た
も

の
が
あ

る
。
西
王
母
は
雲
気

の
中

の

竜
虎
座

に
座

る

(図
4
)。
も
う

一
種
類

の
方
形
画
像
磚

の
正
面
に
は
、
西
王

母
と
仙
禽
、
車
馬
、
羽
人
な
ど
を
併
出
し
て
、
そ
の
中
に
西
王
母
が
竜
虎
座

に
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座

っ
て
い
る

(図
5
)。

四
川
省
地
域

に
は
長
方
形
の
画
像
磚

も
大
量
に
出
土
し
た
。

こ
の
長
方
磚

の

側
面
の
横
長
部
分
に
浮
き
彫
り
の
よ
う

に
表
さ
れ
た
西
王
母

の
図
像
が
あ
る
が
、

こ
れ
も
竜
虎
座

に
座

っ
て
い
る
も

の
が
多

い
。
図
6
、
図
7
の
示
す
よ
う
に
幾

(24

)

つ
か
の
例
が
挙
げ
ら
れ
る

(図
6
、
図
7
)。

四
川
省
後
漢

・
三
国
時
代

の
崖
墓
か
ら
発
掘
さ
れ
た
石
棺

の
側
面
に
、
西
王

母

の
図
像
を
彫
り
飾

っ
て
い
る
。
例
と
し
て
彭
山
県
双
河
出
土

の
石
棺
を
挙
げ

る
。
左
を
向

い
た
虎
と
右
に
向

い
た
竜

の
中
間
に
、
ち
ょ
う
ど
虎
と
竜
の
胴
体

に
腰
掛
け
る
よ
う
な
形
で
西
王
母
が
座

っ
て
い
る

(図
8
)。

図6四 川地域出土の長方形画像磚(『 中国美術 全集 ・画像石 と

画像磚』、聞宥 『四川漢代 画像 選集』 よ り)

そ

の
他

に
、
四
川
省

の
後
漢
後
期

の
崖
墓
か
ら
出
土
し
た
い
わ
ゆ
る

「銭

樹
」
「揺
銭
樹
」
の
樹
座
、
樹
枝
、
樹
幹

の
上

に
、
西
王
母

の
図
像
も
飾

っ
て

い
る
。
な
お
竜
と
虎
に
な

っ
た
竜
虎
座
に
座

っ
て
い
る
も
の
も
あ
る

(図
9
)。

竜
虎
座
に
座

る
西
王
母
は
楽
浪
出
土

の
銅
盤
に
も
あ
る
。
他

に
楽
浪
王
肝
墓

出
土
の
漢
永
平
十
二
年

(六
九
年
)
銘

の
神
仙
竜
虎
像
漆
盤
に
描

い
た
西
王
母

の
図
像
も
や
は
り
、
竜
虎

の
中
間
に
座
を
占
め
る
。

こ
の
漆
盤
は

「蜀
郡
西
工

絞
苧
行
三
丸
治
千
二
百
廬
氏
作
」

の
銘
が
あ
る
か
ら
、
当
時
蜀

の
工
人
に
よ

っ

て
製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
蜀
か
ら
遥
遥
千
里

の
外
の
楽
浪
郡

で
も
、
竜
虎
座

に
座
る
西
王
母
図
像

の
特
徴
が
蜀

の
工
人
に
よ

っ
て
鮮
明
に
保

図7四 川地域出土の長方形画像磚(『重慶市博物館蔵画像選

集』、聞宥 『四川漢代画像選集』より)
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存
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
蜀

の
西
王
母
図
像

の
伝
統
が
如
何
に

強

い
か
を
反
映
し
て
い
る
。

巴
蜀
地
域
で
西
王
母
信
仰

の
起
源
は
古

い
。
な
ぜ

こ
の
地
域
で
は
西
王
母
の

図
像
は
常

に
竜
虎
座

に
座

っ
て
い
た
の
か
。
こ
の
問
題
に

つ
い
て
は
、
本
論
で

は
す
べ
て
論
及
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
わ
け

で
あ
る
が
、
し
か
し
、
こ
の
事
実

の
存
在

に
よ
っ
て
、
綿
陽
何
家
山
新
出
銅
鏡
を
代
表
し
て
い
る
三
段
式
神
仙
鏡

西 昌近郊 漢墓2.図9漢 墓 か ら出土 の揺 銭樹枝、樹 座の上 に出た西王 母像1.

綿 陽何家 山漢墓3.西 昌高 草漢墓4.綿 陽河辺漢墓

の
中
に
出

て
く
る
竜
虎
座

に
座
る
西
王

母
図
像
は
、
蜀
の
文
化

の
伝
統

の
特
徴

を
持
ち
、
蜀
鏡
の
文
化
要
因
が
強

い
こ

と
は
、
理
に
合

っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。

ω

神
樹

「建
木
」
と
そ
の
地
域
性

前
述
の
よ
う
に
、
三
段
式
神
仙
鏡

の

下
段
中
央

に
飾

っ
て
あ

る
樹
木
が
あ

る
。
こ

の
樹

木

に

つ

い

て
、
前

掲

(参
見
21
)

林
巳
奈
夫
氏
が
大
地
の
中
心

に
あ
り
、

天

へ
上
る
通
路

で
あ
る

「建
木
」
と
比

定
さ
れ
た
。

意
味
深
い
こ
と
は
前
述
成
都
近
郊
か

ら
出
土
し
た
画
像
磚
の
西
王
母
図
像

の

下
段

に
は
類
似
し
た
樹
木
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
聞
宥

『四
川
漢
代
画
像
選

集
』
所
収

の
成
都
市
西
門
外
出
土
の
方
形
画
像
磚
に
も
す
こ
し
異
な

っ
た
西
王

(
25
)

母
が
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
中
央
に
位
置
す
る
竜
虎
座
は
植
物

の
上
に

乗

っ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
竜
虎
座
の
竜
と
虎
の
方
向
が
逆
に
な

っ
て
い
る
。

左
下
方

に
は
樹

の
よ
う
な
台
座

に
乗

っ
た
二
人
の
人
物
が
見
え
る
。
恐
ら
く
こ

の
樹
木
も
三
段
式
神
仙
鏡

の
下
段

に
出
て
い
る
樹
木
と
同
じ
性
質
を
持

っ
て
い
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三段式神仙鏡とその相関問題についての研究

る
も

の
と
思
わ
れ
る
。

「建
木
」
と
い
う
樹
木

は
、
中
国
南
方
地
域
古
代
神
話

の
世
界
に
お
い
て
は
、

神
樹
と
さ
れ
て
い
た
。

『山
海
経
』
海
内

経
に
、

「南
海
之
内
、
黒
水
、
青
水
之
間
、
…
…
有
木
、
…
…
名
日
建
木
」

と
記
し
て
い
る
。

又

『山
海
経
』
海
内
南
経
に
、

「建
木
…
…
在
寞
竅

西
、
弱
水
上
」

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

「弱
水
」
に
つ
い
て
、
『山
海
経
』
大
荒
東
経
で
は
、

「黒
水
之
前
有
大
山
、
名
日
昆
崙
之
丘
、
…
…
其
下
有
弱
水
之
淵
環
之
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
更
に
海
内
西
経
に
は
、

「弱
水
、
青
水
出

(昆
崙
)
西
南
隅

」

と
い
う
記
載
も
あ

る
。

以
上
の
文
献
資
料
に
よ

っ
て
考
え
る
と
、
建
木

の
伝
説
中

の
地
理
位
置
は
弱

水

の
上
、
黒
水
と
青
水
の
間

に
あ

っ
た
こ
と
は
明
ら
か
に
な

っ
た
。

そ
の
他

に
、
『淮
南
子
』
堕
形
訓
に
は
更
に

「建
木
」

の
具
体
的
な
位
置
を

記
録
し
て
い
た
。

「建
木
在
都
広
、
…
…
蓋
天
地
之
中
也
」

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た

『呂
氏
春
秋
』
後
漢
高
誘
注
に
よ
れ
ぽ
、
「建
木

在
都
広
南
方
、
衆
帝
所
自
上
下
」
と
あ

る
。
こ
の

「都
広
」
に
つ
い
て
、
『山

海
経
』
海
内
経

に
は
、

「
西
南
黒
水
之
間
、
有
都
広
之
野
、
後
稷
葬
焉
、
其
城
方
三
百
里
」

と

い
う
記
載
が
あ

る
が
、
『思
玄
賦
』
や

『呂
氏
春
秋
』
高
誘
注

に
み
る
よ
う

に
、
多
く
の
文
献

で
は

「広
都
」
と
も
書
か
れ
て
い
る
。
『華
陽
国
誌

・
蜀
志
』

に

「広
都
」
の
地
理
位
置
に
つ
い
て
、
明
確

に
成
都
平
原
近
郊
に
位
置
し
て
い

た
と
書

か
れ
て
い
る
。

「
広
都
県
、

(成
都
)
郡
西
三
十
里
」

と
あ

る
。
明
代
楊
慎

の

『山
海
経
補
注
』

に
は
、

「黒
水
広
都
、
今
之
成
都
也
」

と
明
記
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
「都
広
」
即
ち

「広
都
」
と
は
、
古
代

で
は

お
よ
そ
現
在

の
成
都
平
原
を
中
心
と
す
る
川
西
平
原
を
指
す
と
認
識
し
て
い
た
。

そ
し
て
、
「建
木
」
と
い
う
神
樹

の
原
郷
を

い
う
な
ら
ぽ
、
『山
海
経
』
な
ど
南

方
系

の
古
典
文
献

の
中
に
は
、
中
国
西
南
地
域
の
巴
蜀

に
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。

言
葉
を
換
え
れ
ば
、
三
段
式
神
仙
鏡
下
段

に
出
た
南
方

の
神
樹

「建
木
」
は
、

長
江
上
流
域

の
蜀
の
特
有
的
な
文
化
伝
統
を
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た

が

っ
て
魏
鏡
、
呉
鏡
の
紋
様

に
は
出
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
は
む
し
ろ
当
然
で
あ

る
と
言
え
る
。

以
上
の
論
説
を
整
理
し
て
、
根
本
的
な
論
点
を

一
点

に
ま
と
め
た
い
と
思
う
。

即
ち
、
四
川
省
綿
陽
市
何
家
山
崖
墓
か
ら
出
た
銅
鏡
を
代
表
し
て
い
る
三
段
式

神
仙
鏡

の
属
性
は
、
長
江
上
流
域

の
蜀
地

の
特
徴
が
強
い
。
そ
れ
ら
は
華
北
地

方
出
土

の
魏
鏡

に
は
認
め
ら
れ
な

い
だ
け
で
な
く
、
江
南
地
域
出
土
の
呉
鏡
と

も
大
き
く
相
違
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
三
段
式
神
仙
鏡

は
、
魏
鏡
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で
な
く
、
ま
た
呉
鏡

で
も
な
く
、
実
は
長
江
上
流
域

川
西
平
原

の

「西
蜀
広

漢
」
と
い
う
重
要
な
銅
鏡
鋳
造
中
心
で
鋳
造
し
て
き
た

「蜀
鏡
」

に
比
定
す
る

方
が
適
当
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
陝

西
省
の
西
安
市
、
朝
県
出
土

の
同
類

鏡
も
た
ぶ
ん
川
西
平
原
か
ら
伝
入
し
て
き

た
も
の
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

三

 

日
本
出
土
の
三
段
式
神
仙
鏡
の
源
流

日
本
出
土
の
三
段
式
神
仙
鏡

の
源
流
及
び
そ
の
伝
播

ル
ー
ツ
に
つ
い
て
、
現

時
点
で
明
白
な
結
論
を
下
す
こ
と
は
誠
に
難
し
い
こ
と
で
あ
る
。
考
古
学

の
類

型
比
較

に
よ
る
な
ら
ぽ
、
日
本
出
土

の
三
段
式
神
仙
鏡
は
基
本
的
に
陝
西
省
西

安
市
、
朝
県
な
ど
か
ら
出
土
し
た
同
類
鏡
と
近

い
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ぽ
、
日

本
唯

一
の
出
土
例
と
し
て
の
群
馬
県
前
橋
市
天
神
山
古
墳
か
ら
出
土

の
三
段
式

神
仙
鏡
は
、
内
区

の
外
縁
に
は
半
円
方
格
文
帯
が
あ
り
、
方
格
内
に
は

一
字
ず

つ
の
銘
文
が
あ
る
。
こ
の
様
式
は
西
安
市
東
郊
霸
橋
第
四
五
七
号
墓
出
土

の
同

類
鏡

(写
真
4
)
に
類
似
し
て
い
る
。
後
者

の
銘
文
帯

に
は
同
じ
半
円
方
格
文

帯
を
持
ち
、
方
格
に
は
二
字
銘
を
入
れ
て
お
り
、
大
同
小
異
で
あ
る
。

更
に
視
野
を
広
く
し
て
、
三
世
紀
以
来

の
日
本
列
島
と
中
国
大
陸
の
社
会
政

治

・
宗
教

の
変
動
と
関
連
し
て
巨
視
的

に
観
察
す
れ
ば
、
鏡

の
中

に
反
映
さ
れ

て
い
る
社
会
現
象
が
意
味
深
い
と
感
じ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
最
終
的
に
こ
の
三

段
式
神
仙
鏡

の
源
流
変
遷

の
解
明
に
つ
い
て
、
重
要
な
手
が
か
り
に
な
る
可
能

性
を
含
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
。

古
代
日
本
に
お
い
て
は
、
鏡
に
対
す
る
関
心
が
特

に
強
か

っ
た
。
『魏
志
倭

人
伝
』
に
は
、
魏
王
が
卑
弥
呼

に

「銅
鏡
百
枚
」
を
贈

っ
た
と
き

に
、
特

に

「汝

の
好
き
物
を
贈
る
」
と
明
記
し
て
い
る
。
事
実
、
日
本
古
墳
時
代

の
全
国

各
地

の
古
墳
か
ら
、
大
量

の
鏡

の
出
土
し
て
い
る
こ
と
が
、
そ
れ
を
証
明
し
て

い
る
。
卑
弥
呼

の
時
代
に
は
、
銅
鏡
は
呪
術
的
威
力
を
持

っ
た
神
器

で
あ
り
、

首
長
権

の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

っ
た
。

「鬼
道
」
と
銅
鏡

こ
こ
で
、

一
つ
の
軽
視
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
史
実
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
。
紀
元
三
世
紀

の
前
半
、
女
王
卑
弥
呼
が

「鬼
道
」
と
い
う
新
た
な
宗

教
祭
祀
を
中
国
か
ら
日
本
列
島

へ
導
入

し
た
こ
と

で
あ
る
。
『三
国
志
』

の

『魏
書
』
巻
三
〇
東
夷

・
倭
人
伝
に
、

「名
日
卑
弥
呼
、
事
鬼
道
能
惑
衆
、
年
已
長
大
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。

注
意
す

べ
き
こ
と
は
、
こ
の

「鬼
道
」
の
記
録

に
つ
い
て

『三
国
志
』

の
中

に
求
め
る
と
、
卑
弥
呼

の
例
を
含
め
て
三
例
が
あ
る
。
他

の
二
例

は
次

の
よ
う

で
あ
る
。
『魏
書
』
巻

八

・
張
魯
伝
に
は
、

「魯
遂
据
漢
中
、
以
鬼
道
教
民
、
自
号
師
君
」

と
あ
る
。
ま
た

『蜀
書
』
巻

一
・
劉
焉
伝
に
は
、

「張
魯
母
始
以
鬼
道
教
民
、
又
有
少
容
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
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よ
く
考
え
て
み
れ
ば
、
こ
の

「鬼
道
」

と
い
う
概
念
は
あ
く
ま
で
も
中
国
伝

来

の
も

の
で
あ
る
。
比
較
研
究

の
た
め
に
、
ま
ず
当
時

の
中
国
大
陸

の

「鬼

道
」
と
い
う
概
念

に
つ
い
て
の
理
解
を
概

要
的
に
説
明
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。

中
国

の
場
合
、
「鬼
道
」
と

い
う
概
念

は
具
体
的

に
い
う
と
、
長
江
上
流
域

に
発
源
し
た
早
期
道
教

「
五
斗
米
道
」
と
同

一
概
念

の
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

こ
く

張
魯
と
い
う
人
物
は
祖
父
張
陵
、
父
を
張
衡
と
す
る
、
漢
中

の
鵠
鳴
山
で

「五

斗
米
道
」
を
創
立
さ
れ
た
人
で
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
宗
教
は
長
生
の

道
を
受
け
る
者
に
米

「五
斗
」
を
出
さ
せ
た
こ
と
か
ら
、
「
五
斗
米
道
」
と
世

間

で
呼
ば
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
『広
弘

明
集
』
巻
九

・
順
帝

の
時

に
、

「沛
国
豊

の
人
張
陵
と
い
う
者
が
あ

る
。
蜀
に
寓
し
て
道
を
鵠
鳴
山
に
学

び
、
道
書
を
造
作
し
て
以
て
百
姓
を
惑
わ
す
。
道
を
受
け
ら
れ
る
者
は
五

斗
米
を
出
す
。
故
に
世
こ
れ
を
米
賊

と
称
す
。
陵

の
子
衡
、
孫
魯
相
嗣

い

で
道
を
行
う
」

と
記
録
し
て
あ
る
。
そ
の
宗
教

の
具
体
的

な
内
容

に
つ
い
て
、
核
心
的
な
部
分

は
、
「祭
酒
」
↓

「鬼
卒
」
と

い
う
信
者

を
統
率

す
る
組
織
が
成
立
し
、
「義

舎
」
を
作
り
、
路
行
く
人
々
に
米

・
肉
を
自
由
に
食

べ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
お

り
、
「長
生

の
道
」
を
学
び
、

シ
ャ
ー

マ
ニ
ズ

ム

(ωゴ
鋤bPpo
昌一ωbP)
な
呪
語

で

病
気
を
治
す
な
ど
で
あ
る
。
張
魯
本
人
は
こ
の
組
織

の
頂
点
に
い
て

「師
君
」

と
号
し
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
「
天
師
道
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。

五
斗
米
道
、
即
ち

「鬼
道
」

の
起
源
と
初
期

の
流
行
地
域
と
し
て
、
長
江
上

流
域

の
巴
蜀
地
方
は
重
要
な
地
位
を
占

め
て
い
た
。
五
斗
米
道

は
そ
の
伝
播

・

受
容

の
過
程
の
中
で
、
中
国
西
南
地
域
少
数
民
族
の
原
始
宗
教

「鬼
教
」

の
成

分
を
吸
収
し
て
、
巴
蜀
地
域
で
特
徴
が
あ
る
組
織
形
式
、
宗
教
儀
軌
、
呪
術
特

点
な
ど
を
最
終
的
に
確
立
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
注
意
す
る
に
値
す
る
の
は
、

前

に
列
挙
し
て
き
た
四
川
省
各
地
か
ら
出
土
し
た
特
徴
あ
る
西
王
母
に
関
す
る

考
古
資
料
は
、
ほ
と
ん
ど
五
斗
米
道
の

「
治
所
」
と
そ
の
分
布
、
流
行
区
域
を

覆

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
二
者

の
間

の
関
係
は
誠
に
意
味
深
い
。

も
う

一
つ
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
銅
鏡

に
呪
術
的
な
魔
力
の

あ
る
こ
と
を
信
じ
て
い
た
の
は
、
古
代
倭
人

の
発
明
で
は
な
く
、
中
国
に
お
い

て
も
既
に
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
特
に
後
漢
、
六
朝
時
代

の
銅
鏡

の
図

像
や
銘
文

の
中

に
、
初
期
道
教
の
色
彩
が
非
常
に
濃

い
。
日
本

の
道
教
の
研
究

(
26
)

者
福
永
光
司
氏

の
見
解
に
よ
る
と
、
鏡

に
神
霊
性
や
呪
術
性
を
持
た
せ
る
よ
う

に
な

っ
た
の
は
、
道
家
に
始
ま
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
鏡
を
神
霊
化
す
る
の

は
、
神
仙
道
術

の
思
想

で
あ
り
、
前
漢
末
ご
ろ
か
ら

の
こ
と
で
あ
る
。
事
実
、

後
漢
、
六
朝
時
代

の
鏡

に
は
、
神
仙
思
想
的
な
図
像
や
銘
文
が
多

い
。

こ
れ
は

民
間
に
道
教
が
流
行
し
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
問
題

の
三
段
式

神
仙
鏡
に
出

て
き
た
図
像
や
銘
文

の
中
か
ら
、
こ
の
属
性
を
も
い
く

つ
か
見

る

こ
と
が
出
来
る
。
例
と
し
て
、
こ
こ
で
は
三
段
式
神
仙
鏡
の
西
王
母
と
東
王
父

の
図
像
に
つ
い
て
、
少
し
分
析
し
よ
う
。

西
王
母
信
仰
は
、
時
代

の
推
移
と
と
も
に
様
相
を
変
え
て
い
っ
た
。
『山
海

経
』
西
山
経
、
大
荒
西
経
な
ど

に
よ
る
と
、
西
王
母
は
古
く
は
玉
山

に
棲
む
半

人
半
獣

の
お
ど
ろ
お
ど
う
し
た
山

の
神

で
あ

っ
た
。
そ

の
後
、
次
第
に
人
格
化
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し
、
昆
崙
山
を
居
所
と
す
る
神

に
な

っ
た
。
そ
の
後

は
、
天
神

の
女
、
即
ち

「天
女
」
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
変
わ
り
、
神
仙
界

の
女
神
と
さ
れ
る
よ
う
に

な

っ
た
。

六
朝
時
代

の
偽
作

『漢
武
帝
内
伝
』

で
は
、
西
王
母
が
は
る
ば
る
都
に
漢

の

武
帝
を
訪
ね
て
く
る
話

に
な

っ
て
い
る
。
武
帝
は
西
王
母
に
叩
頭
し
て
、
な
お

も
不
死

の
教
え
を
請
う
た
。
こ
れ
に
対
し

て
西
王
母
は
同
伴

の
上
元
夫
人
と

一

緒
に

「
五
岳
真
形
図
」
と

「五
帝
六
甲
霊
飛
等
十
二
事
」

の
二

つ
の
書
物
を
授

け
て
立
ち
去

っ
た
。
こ
の
二
つ
の
書
物
は
明
ら
か
に
当
時

の
道
教
の
も

の
、

い

わ
ゆ
る

「秘
書
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
焼
失

以
前

に
漢

の
武
帝
が
あ
ら
か
じ

め

「
五
岳
真
形
図
」
の
こ
と
を
董
仲
舒

に
、
「
五
帝
六
甲
霊
飛
等
十
二
事
」
を
方
士

の
李
少
君
に
伝
え
て
お
い
た
と
い
う
。
後
世
、
前
者
は
山

に
入
る
時

に
、
邪
鬼

悪
霊
を
祓
う
た
め
に
体
に
帯
び
る
護
符
と
さ
れ
て
、
後
者
は
神
霊
を
招
く
方
法

を
記
録
し
た
秘
書

で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
道
教
神
仙

の
徒
た
ち
が
身

に
帯
び
て

い
る

「信
」
、
即
ち
呪
符
だ
と
も
言

い
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
少
な

く
と
も
六
朝
時
代
に
な

っ
て
、
西
王
母
は
時
代

の
推
移
と

一
緒

に
変
化
し
、
道

教

の
長
生
思
想

・
不
老
不
死
の
神
仙
代
表

に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
観
念

の

起
源
は
、
後
漢
時
代
に
遡
れ
る
の
で
あ
る
。

考
古
出
土
資
料
か
ら
見
る
と
、
恐
ら
く
後
漢
時
代
か
ら
、
西
王
母
と
対
応
す

る
た
め
に
、
東
王
父
と
い
う
神
仙
も
が
登
場
し
て
き
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

前
述

の
三
段
式
神
仙
鏡
に
は
、
西
王
母
と
東
王
父
が
中
段
鏡
紐
の
両
側

に
対
応

し
て
座

し
て
、
こ
の
段
階

の
社
会
宗
教
現
象
を
反
映
し
て
い
る
。

当
時
の
記
載
と
後
世
の
道
書

に
よ
る
と
、
西
王
母
は
東
王
父

の
妻
と
さ
れ
て
、

西
方

「太
白

の
精
」
を
現
し
た
も
の
で
あ
り
、
神
仙
世
界
で
衆
女
仙

の
管
理
者

と
認
め
ら
れ
、
「金
母
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
応
し
て
い
る
の
が
東

王
父
で
あ
り
、
「東
華
至
真

の
気
」
か
ら
現
し
た
者

で
あ
る
。
神
仙

の
世
界

で

は
東
王
父
が
衆
男
仙

の
管
理
者
と
認
め
ら
れ
て
、
「木
公
」
或
い
は

「
玉
皇
君
」

と
い
わ
れ
て
い
る
。
両
者

は
そ
れ
ぞ
れ
に
神
仙
世
界
女
仙
と
男
仙
の
代
表
者
と

さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
三
段
式
神
仙
鏡

の
西
方
と
東
方
に
は
、
西
王
母
と
東

王
父

の
図
像
が
併
列

に
出
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

や
や
後
世
に
な

っ
て
、
梁
時
代
道
士
陶
弘
景

『真
霊
位
業
図
』
に
は
、
第

一

階
右

の
方
は

「玉
皇
道
君
」
と
か
、
「高
上
玉
帝
」
な
ど

の
道
教
神
仙
世
界

の

天
帝
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
玉
帝
、
玉
皇
に
関
連
し
て
い
る
神
仙
で

あ
り
、
東
王
父
か
ら
脱
化
し
て
き
た
も

の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
後
世
道
教

の

「玉
皇
大
帝
」
は
、
恐
ら
く
後
漢
時
代

の
東
王
父
か
ら
変
化
し
た
も

の
で
あ

(
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)

ろ
う
。

話
題
を
本
題
に
戻

っ
て
、
三
段
式
神
仙
鏡
を
含
む
後
漢

・
六
朝
時
代

の
銅
鏡

に
は
、
確
か
に
道
教
的

・
呪
術
的
な
要
因
が
非
常

に
強
く
現
れ
て
い
る
こ
と
は
、

誰
も
否
定

で
き
な
い
事
実
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
当
時
倭

の
女
王
卑
弥
呼

が
日
本

へ
導
入
し
た
新
た
な
宗
教
祭
祀

「鬼
道
」
は
、
中
国
の
初
期
道
教

「鬼

道
」
と
深
い
関
係
を
持

っ
て
い
る
。
綿
陽
何
家
山
出
土

の
三
段
式
神
仙
鏡
と
日

本
群
馬
県
前
橋
市
天
神
山
出
土

の
三
段
式
神
仙
鏡
の
類
似
性
は
、
た
だ

一
つ
の

「歴
史

の
偶
然
」
に
過
ぎ
な
か

っ
た
こ
と
だ
ろ
う
か
。
今
後
更
に
多
く
の
考
古
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三段式神仙鏡とその相関問題についての研究

資
料

の
発
見
と
研
究
成
果
に
よ

っ
て
、
こ

の
問
題
を
徹
底
的
に
解
明
で
き
る
よ

う
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

最
後
に
、
私
の
論
説
を
少
し
整
理
し
て
、
本
稿

の
結
論
を
引
き
出
す
と
同
時

に
、

一
つ
の
仮
説
を
提
出
し
た
い
と
思
う
。

第

一
、
中
国
後
漢

・
魏
晋
時
代

の
三
段
式
神
仙
鏡

の
起
源
は
、
従
来

の
通
説

は

「魏
鏡
」
説
と

「呉
鏡
」
説
を
中
心

に
し
て
展
開
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ

れ
は
本
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
長
江
上
流
域
の
四
川
盆
地
に
位
置
し
た

「
西

蜀
」

で
生
産
さ
れ
た
銅
鏡

の

一
種
類
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
、
三
段
式
神
仙
鏡
を
含
む
、
こ
の
時
代
の
神
獣
鏡
、
画
像
鏡

の
中
に
、

西
王
母
を
中
心
と
す
る

「神
」
と
竜
虎
を
中
心
に
す
る

「獣
」
の
宗
教
的
意
味

を
追
究
す
る
と
、
道
教
的

・
呪
術
的
な
性
格
が
著
し
く
強

い
と
認
め
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
長
江
上
流
域
巴
蜀
地
域
に
流
行

し
て
い
た

「鬼
道
」、
即
ち
初
期
道

教

の
影
響
は
無
視
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
も

の
で
あ
る
。

第
三
、
日
本
列
島
倭
国

の
女
王
卑
弥
呼

は

「鬼
道
」
と
い
う
新

た
な
宗
教
祭

祀
を
導
入
し
て
き
た
と
同
時

に
、
銅
鏡
も

そ
の
新
宗
教
祭
祀

の
道
具
と
し
て
中

国
か
ら
導
入
さ
れ
た
と
推
測

で
き
る
。
そ

の
中
で
、
長
江
流
域
か
ら
鏡

の
い
ろ

い
ろ
な
生
産
技
術

・
宗
教
意
味

・
図
像
模
様
な
ど
が
同
時

に
日
本

に
伝
播
し
て

き
た
可
能
性
が
高

い
。
大
胆
に
推
測
す
れ
ば
、

こ
の
三
段
式
神
仙
鏡

の
伝
播

ル

ー
ト
は
、
長
江
の
上
流
域

か
ら
、
中

・
下
流
域
を
経
て
、
最
後
に
日
本

に
上
陸

し
た
と
い
う
仮
定
路
線
を
提
示
出
来
る
と
思
う
。
勿
論
そ
の
中
間
過
程

の
論
証

に
は
更
に
も

っ
と
多

い
考
古
資
料

の
発
見
と
研
究
成
果
を
期
待
し
な
け
れ
ば
な

ら

な

い

こ
と

は

い
う

ま

で

も

な

い
。

以
上
、
長
江
上
流
域
四
川
省
で
考
古
出
土
し
た
三
段
式
神
仙
鏡
を
中
心
に
、

三
段
式
神
仙
鏡

の
源
流
及
び
関
連
し
て
い
る
紀
元
三
世
紀
前
後
の
長
江
文
明
と

古
代
日
本

の
交
流
関
係

に
つ
い
て
、
試
論
を
展
開
し
た
。
従
来
日
中
両
国

の
研

究
者
た
ち
は

「三
角
縁
神
獣
鏡
」

の
解
明
の
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
科
学
的
な

理
論
と
方
法
を
駆
使

し
て
、
様
々
な
仮
説
を
展
開

し
て
き

た
。
確

か
に
大
庭

(
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修
氏
が
述
べ
る
よ
う
に

=

般
的
に
古
代
史
研
究
は
、
百
パ
ー
セ
ン
ト
正
し
い

と
い
う
説
は
極
め
て
稀
で
、
五
十

一
対
四
十
九
の
可
能
性

で

一
方

の
説
を
採
る

と
い
う
局
面
が
多

い
」
と

い
う
。
筆
者
は
浅
学
非
才
を
顧

み
ず
こ
の
文
を
著
し
、

内
外
学
者
の
批
正
を
求
め
る
も

の
で
あ
る
。
長
江
流
域

の
銅
鏡
を
中
心
に
東
ア

ジ
ア
の
文
化
交
流
史

に
つ
い
て
、
今
後
も
更
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

附
記

"

本
稿
作
成
の
た
め
の
資
料
収
集
中
、
東
海
大
学
文
学
部
教
授
渡
部
武
先
生
は

ご
多
忙
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
ら
五
島
美
術
館
に
案
内
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
先
生
の
ご
紹
介
に
よ
っ
て
、

一
般
の
見
学
者
に
は
見
せ
て
い
な
い
所
蔵
の

三
段
式
神
仙
鏡
を
特
別
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、

印
象
深
い
実
感
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
特
に
銘
記
し
て
、
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

本
稿
は
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
客
員
教
授
と
し
て
来
日
中
に
作
成
し

た
も
の
で
す
。
本
稿
作
成
に
あ
た
り
有
益
な
ご
指
導
を
頂
い
た
安
田
喜
憲
教
授

に
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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注(-
)

王
錬

『三
角
縁
神
獣
鏡
に
つ
い
て
』
・
『三
角
縁
神
獣
鏡
』
所
腹

七
-

五
〇
頁

、

学
生

社
、

一
九

九

二
年

。

(
2
)

孔
祥

星

『
中
国
古

代

銅
鏡

図
録

』
、
文

物
出

版
社

、

一
九

九
七
年

。

(3
)

樋

口
隆
康

『古

鏡
』

図
録

、
図

版
九

一
、

一
八
三
図

、
新

潮
社

版
、

七

九
年

版
。

第
二

一
九

(
4
)

同

注

(3
)

第

二
二
六

頁
図

一
〇

二

(右

)
。

(
5
)

同

注

(2
)

第

四
三

三
頁
。

(
6
)

同

注

(
3
)

第

二

二
七
頁
。

(
7
)

同
注

(
3
)
第

二

二
六
頁

図

一
〇

二

(左
)
。

(
8
)

同
注

(
3
)
図

録
、

図
版

九
〇
、

一
八

二
図
。

(
9
)

筆
者

五
島

美
術

館

の
実

物

見
学

記
録

に
よ

る
。

(10
)

同
注

(
3
)
図

録
、

図
版

九

一
、

一
八
四
図
。

(11
)

陝

西
省

文

物
管

理

委
員

会

『陝

西
省

出

土
銅

鏡

』
、
図

七

六
、

陝

西

人

民

出

版
社

、

一
九

五
八
年

。

(
12
)

同

注

(
11
)

図

七
五
。

(
13
)

同
注

(
11
)
図

七
七
。

(
14
)

同
注

(
1
)
第

四
〇

頁
。

(15
)

洛
陽

区
考

古
発

掘
隊

『洛

陽
焼

溝
漢

墓
』

一
六
〇
1

一
七

六
頁

、
図

版

四

五
、

科
学

出
版

社
、

一
九

五

九
年
。

(
16
)

王

士
倫

『浙

江
省
出

土

銅
鏡
』

二

・
会
稽

銅

鏡
、
第

九

-

一
七
頁
、

文
物

出

版
社

、

一
九

八
七
年

。

(
17
)

湖
北

省
博

物

館
等

編

『鄂

城
漢

三

国

六
朝

銅
鏡

』
、

第

一
〇

1

一
六
頁

、

文

物
出

版
社

、

一
九

八
六
年
。

(
18
)

同

注

(17
)

第

四
-

五
頁
。

(
19
)

綿

陽
博

物
館

『
四
川
綿

陽
何

家
山

一
号

東
漢

崖
墓

清

理
簡
報

』
、

『
文
物

』

一
九

九

一
年

第

三
期
。

(
20
)

同
注

(
3
)
第

二

二
七
頁
。

(
21
)

林
巳

奈
夫

『漢

鏡

の
図
柄

二
、

三

に

つ

い
て
』
、

『東

方
学

報
』

京
都

第

四

四

冊
、

一
九

七
三
年

。

(22
)

同

注

(3
)
第

二
二
六
頁

。

(
23
)

蒙

文
通

『略

論

「
山
海

経
」

の
写

作
時

代
及

其
産

生
地
域

』
、

『巴

蜀
古
史

論

述
』

所
収

、

四
川

人
民
出

版
社

、

一
九

八

一
年

。

(
24
)

聞

宥

『
四
川

漢
代

画
像

選
集

』
、

人
民

美
術
出

版

社
、

一
九

五
六

年
。

(
25
)

曽

布

川
寛

『
漢

代
画
像

石

に
お
け

る
升

仙

図

の
系

譜

』
、

『東

方

学
報
』

京

都
第

六
五

冊
、

一
九

九

三
年

。

(
26
)

福
永

光
司

『道

教

に
お
け

る
鏡

と
剣

』
、

『
東
方

学
報

』
京

都
第

四

五
冊
、

一
九
七

三
年
。

(27
)

肖

登
福

『先

秦

両
漢

冥

界

及
神

仙

思
想

探

原
』
、

文
津

出

版

社
、

一
九

九

六

年
。

(
28
)

大

庭
修

『古

代
中

世

に

お
け

る
日
中
関

係
史

の
研

究
』

第

三
頁
、

同
朋

社
、

一
九

九
六
年

。
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